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研究成果の概要（和文）：　本研究はフランスの総合的思想家ジョルジュ・バタイユ（1897-1962）の芸術に関
する思想を対象にし、新たな解釈の可能性を提言した。研究の方向としてはバタイユの世界への道とバタイユの
外への道を設定した。
　前者はバタイユのテクストに内在し、彼の芸術論の斬新さを、脱近代的な視点（主客の二元論への批判など）
から開示していく道であり、具体的な成果として拙著『バタイユと芸術』（青土社、2019年）の上梓があげられ
る。後者は、前者での考察を広く西欧の芸術に差し向けて新たな解釈をめざす応用の道であり、成果としては中
世キリスト教芸術の来歴を扱った『ロマネスクとは何か』（筑摩書房、2020年）があげられる。

研究成果の概要（英文）：This is a study on the art theory of Georges Bataille(1897-1962). He was a 
French comprehensive thinker in the 20th century and told a lot on art.　My consideration followed 
two paths : path to the inside of his text and path to the outside. First, I took a way to Bataille'
world for reinterpreting his new aesthetics from a post-modern perspective (as a critic of the 
dualism of subject and object). A typical result is the publishing of my book Georges Bataille and 
the arts(Seido-sha, 2019).The second way is an application of this first research　result to Western
 art interpretation. A fruit of this way is the issue of my book What is the Romanesque art? 
(Chikuma-shobo, 2020). That is a new proposal for decoding the history of early Medieval Christian 
art.

研究分野： フランス現代思想

キーワード： バタイユ　芸術　近代芸術論　脱近代

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の学術的な意義はバタイユの芸術論を新たな視点から再把握した点にある。従来の近代芸術論は芸術作
品を客体に固定化し、作品の前に立つ主体（芸術家、鑑賞者）との静態的な二元論から作品解釈や芸術家論を展
開してきたが、本研究はバタイユの芸術論の新しさを、主体と客体の根源的な交わりおよびその流動性を重視す
る脱近代的視点から読み解いた。さらにこの成果を中世から現代まで西欧の芸術史の解釈に応用した点にも意義
がある。
　社会的な意義としてはこの研究成果を逐一、公開講演会の実施や著作の公刊を通して、分かりやすい表現で広
く世に呈示して、新たな芸術観の形成へ道を開いた点にある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

1）バタイユの芸術思想に関する研究状況＝総合性に欠ける 

 ジョルジュ・バタイユ（1897-1962）は、1920 年代から 60 年代に活躍したフランスの思

想家であり、著作はきわめて多岐の分野にわたる（文学、哲学、宗教学、経済学、社会学、

性科学等）。それ故バタイユ研究は本国フランスにおいてさえ著しく立ち遅れた。彼の学際

性を踏まえた芸術思想研究はまだ始まったばかりといいた状況である。今やバタイユの重

要な二つの三部作『無神学大全』と『呪われた部分』を視野に入れた本格的な芸術思想研究

が待望されており、本研究はまずこれをめざした。 

2）バタイユの芸術思想と後継の思想家たちに関する研究＝連続性に欠ける 

 ピエール・クロソウスキー（1905-2001）とモーリス・ブランショ（1907-2003）はバタ

イユとほぼ同じ時代に生き、バタイユより長命で次世代に彼の思想を伝えた重要な思想家

である。近年この２人についての研究は日仏両国で目覚ましく進捗しているが、しかしそれ

ぞれ単身像を打ち出す段階に留まっている。バタイユとの関連、それも芸術思想の継承とい

う点ではいまだ本格的な研究は行われていない。現存する思想家でバタイユとの関係で重

要なジャン＝リュック・ナンシー(1940- )とパスカル・キニャール（1948-）になると研究

状況はさらに厳しく、参考になるものは何もない。本研究はこうしたバタイユ以後の芸術思

想研究の欠落を埋めることをもめざす。 

3）バタイユの芸術思想と西欧芸術論一般との関係＝乖離している 

 西欧の美術史や美学を研究する者のなかでバタイユの芸術思想に関心を持つ者は数少な

い。彼ら西欧芸術研究の専門家によってバタイユの試みが正当に評価されているとはいい

がたいのが今日の状況である。本研究はこの乖離を克服することをめざした。そのさいバタ

イユが彼ら専門家たちから敬遠されてきた原因の一つである客観性の欠如の問題を脱近代

的な視点から克服することを当研究はめざした。主体（芸術家、鑑賞者、研究者）と客体（芸

術作品）の分離を前提とする近代的なアプローチに染まった既存の芸術研究のスタイルを

越えて主客のつながりを促すポスト・モダニズムの見方に従った。 
 
２．研究の目的 

1）本研究の根本目的＝20 世紀フランスの作家ジョルジュ・バタイユの芸術思想を研究対象

の原点に据えその近代性批判の全体像をまず明示し、次にその思想がどのように 21 世紀フ

ランス現代思想へ受け継がれたのかその連続性を論じ、さらに一般の芸術研究の場でバタ

イユの芸術思想を応用して両者を架橋することをめざした。 

２）本研究の二つの道 

①バタイユの世界を志向する道＝バタイユの芸術思想は、芸術分野に閉じているのではな

く、哲学や社会学、民族誌学など他の分野とつながりを持っており、本研究もまずバタイユ

のテクストに内在して、彼の芸術思想の本質を彼の思想全般との関係から割り出していく。

②バタイユの外部へ出ていく道＝バタイユの死後、彼の思想は様々な思想家に継承された

が、上記のフランス現代思想の担い手たち（クロソウスキー、ブランショ、ナンシー、キニ

ャール）の言及に注目して、バタイユとのつながりを考察し、さらに一般の芸術研究の場に

出て行って、バタイユの芸術思想の応用を試みる。とりわけバタイユが西欧中世の研究から

思想家への道を開始したことを重視して、中世キリスト教芸術の研究の場へ、そしてまた彼

の美学の現代を問うていくべく、20－21 世紀の前衛建築の場で、この応用を試みる。 



 
３．研究の方法 

①基本的な方法＝本研究は当研究者が単独で 4 年間にわたって行った。この 4 年間の研究

の方法としては、バタイユをはじめその後継の思想家たちのテクストの解読、さらに扱われ

ている芸術作品の研究、さらにバタイユの芸術思想の応用研究のための実地調査を基本に

すえた。 

②発表の方法＝これらの研究方法を踏まえて本研究は発表の方法として、国内外での口頭

発表、大学の紀要などにおける論文発表、および著作の公刊を基本に据えた。 
 
４．研究成果 

①バタイユの世界に内在しての成果＝バタイユの芸術思想はとくに初期が重要である。と

くに雑誌『ドキュマン』（1929-31 年）に掲載された彼の多くの論考は斬新な発想に満ちて

いる。本研究はまず彼の初期の時代の芸術思想の解明に向かった。その成果として『バタイ

ユと芸術』（青土社、2019 年）をあげることができる。 

②バタイユの世界の外へ出ての成果＝バタイユの芸術思想とその後継の思想家たちとのつ

ながりをまとめた口頭発表、さらに論文掲載という成果をあげることができた。さらにバタ

イユの芸術思想の応用としては、中世ロマネスク研究の新解釈を提示した著作『ロマネスク

とは何か』（筑摩書房、2020 年）、現代西欧の前衛建築家を扱ったオンラインでの講演を主

要な業績としてあげることができる。 
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